
ゼ
ロ
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答  

税
の
公
平
負
担
の
原
則
な
ど
か
ら
、

地
方
公
営
事
業
法
に
定
め
る
独
立
採
算
の

原
則
に
合
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
基
準
外

繰
入
金
に
頼
ら
な
い
経
営
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
は
継
続
し

て
安
全
か
つ
安
定
し
た
経
営
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
毎
年
度
の
年
度
末
資
金
残

高
を
確
保
し
、
併
せ
て
当
期
純
利
益
を
黒

字
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
試
算
し
た
結
果
、
最
大
限
先
延
ば
し

し
た
中
で
も
令
和
７
年
３
月
１
日
に
20
％

の
改
定
が
必
要
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⃝

小
学
校
教
師
用
指
導
書
等
の
取
得
に
つ

い
て（
追
認
）　
　
　
　
　
　（
原
案
可
決
）

　
平
成
27
年
度
、
令
和
２
年
度
及
び
令
和

６
年
度
に
購
入
し
た
小
学
校
教
師
用
指
導

書
及
び
教
科
書
等
に
つ
い
て
、
財
産
の
取

得
の
追
認
を
行
う
も
の
で
す
。

市政に対する 一般質問

水城公園飲食施設出店者募集事業
について

問  

こ
の
事
業
は
、
水
城
公
園
の

忍
行
田
公
民
館
駐
車
場
の
一
部
に

飲
食
店
を
誘
致
す
る
事
業
で
あ
る
。

　８
月
に
突
然
議
員
に
説
明
が
あ

っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
事

業
に
至
っ
た
の
か
。

答  

昨
年
10
月
に
企
業
誘
致
課
が

新
設
さ
れ
、す
ぐ
に
で
き
る
取
組
と

し
て
、
市
の
所
有
す
る
土
地
に
市

民
の
皆
様
が
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
企
業
や
店
舗
を
誘
致
で
き

な
い
か
を
検
討
し
て
き
た
。そ
う

し
た
中
で
、
以
前
か
ら
市
民
意
識

調
査
や
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

で
、水
城
公
園
の一角
に
憩
い
の
場
、

い
わ
ゆ
る
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
飲
食

店
が
あ
れ
ば
と
の
要
望
が
多
く
あ

り
、
本
市
の
中
心
市
街
地
や
水
城

公
園
の
今
以
上
の
魅
力
創
出
に
繋

が
る
も
の
と
捉
え
、
出
展
募
集
に

至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

問  

飲
食
店
が
開
設
さ
れ
る
と
、

駐
車
台
数
が
減
少
し
、
水
城
公
園

や
公
民
館
利
用
者
な
ど
に
不
便
が

か
か
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答  

今
年
度
中
に
ヴ
ェ
ー
ル
カ
フ

ェ
の
あ
る
水
城
公
園
東
側
園
地
に

減
少
分
同
等
の
駐
車
場
を
整
備
す

る
予
定
で
あ
る
。

梁 瀬 里 司（令和研究会）

下水道料金20％値上げの
                  市民負担に反対する

問  

県
の
下
水
道
普
及
率
の
平
均

は
83･

２
％
、
本
市
は
57･

８
％
と

大
変
低
い
。管
を
伸
ば
す
に
も
多

額
の
費
用
が
ネ
ッ
ク
な
の
で
は
。

答  

ご
指
摘
の
と
お
り
、
人
口
が

密
集
し
て
い
る
自
治
体
は
効
率
的

だ
が
、
本
市
は
町
が
点
在
し
て
い

る
た
め
普
及
率
も
下
が
る
。

問  

本
市
は
料
金
を
も
ら
っ
て
い

る
汚
水
と
一
緒
に
雨
水
ま
で
も
県

に
お
金
を
払
っ
て
処
分
し
て
い
る
。

他
市
に
比
べ
て
非
効
率
で
は
。

答  

県
で
先
駆
け
て
下
水
道
を
入

れ
た
こ
と
で
当
時
主
流
で
あ
っ
た

雨
水
と
汚
水
を
一
緒
に
排
除
す
る

合
流
式
が
区
域
の
半
分
も
あ
り
、

雨
水
の
混
入
が
他
市
と
比
べ
て
大

き
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。

問  

下
水
道
会
計
が
独
立
採
算
だ

と
し
て
今
後
、
一
般
会
計
か
ら
法

定
外
繰
入
額
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

に
疑
問
で
あ
る
。収
益
減
、管
や
施

設
の
老
朽
化
、
資
材
高
騰
で
普
及

が
進
ま
な
い
状
況
で
一
般
会
計
に

頼
ら
ず
市
民
負
担
で
解
決
す
る
の

か
。他
市
は
一
般
会
計
か
ら
多
額

の
繰
入
れ
を
行
な
っ
て
い
る
。

答  

地
域
性
な
要
因
と
効
果
的
な

普
及
促
進
活
動
を
研
究
し
て
い
く
。

斉 藤 博 美（日本共産党）

今後の学校給食センター「ひまわり」の
在り方について

問  

今
回
は
、
義
務
教
育
学
校
を

想
定
し
て
の
質
問
と
な
る
。

　給
食
セ
ン
タ
ー「
ひ
ま
わ
り
」は
、

平
成
７
年
１
月
10
日
に
開
設
さ
れ
、

調
理
能
力
と
し
て
、
１
日
あ
た
り

１
万
１
千
食
を
調
理
で
き
る
施
設

と
し
て
稼
働
し
た
。

　令
和
６
年
５
月
１
日
現
在
で
は
、

小
学
校
児
童
３
２
１
８
食
、
中
学

校
生
徒
１
７
６
３
食
、
併
せ
て

４
９
８
１
食
の
給
食
が
こ
ど
も
た

ち
の
た
め
に
作
ら
れ
て
い
る
。大

量
の
給
食
を
調
理
す
る
場
合
、
セ

ン
タ
ー
方
式
は
効
果
的
と
言
え
る

が
、
現
在
の
よ
う
に
児
童
・
生
徒

数
が
減
少
す
る
中
で
、
果
た
し
て

セ
ン
タ
ー
方
式
が
効
果
的
で
あ
る

と
言
え
る
の
か
。

答  

今
後
、
学
校
再
編
に
よ
る
義

務
教
育
学
校
の
設
置
を
踏
ま
え
、

セ
ン
タ
ー
方
式
や
自
校
式
に
よ
る

給
食
提
供
の
方
策
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
他
自
治
体
の
状
況
等
も

調
査
し
、
本
市
と
し
て
の
給
食
提

供
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ

ン
ゴ
ガ
イ
）に
つ
い
て

○
地
域
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て

村 田 清 治（令和研究会）

答  

基
本
構
想
は
市
の
最
上
位
計
画
と
し

て
市
政
を
行
う
上
で
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
策
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
目
指
す

将
来
像
は
、
長
期
的
な
視
点
で
様
々
な
分

野
を
俯
瞰
し
て
設
定
し
つ
つ
も
、
市
が
重

点
的
に
進
め
る
政
策
を
重
点
政
策
と
し
て

位
置
づ
け
、
計
画
期
間
も
４
年
に
改
め
た

も
の
で
あ
る
。

⃝

行
田
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
　
　
　
　
　
　
　
　（
原
案
可
決
）

　
下
水
道
事
業
の
安
定
的
で
持
続
可
能
な

事
業
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

下
水
道
使
用
料
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
に
関
す
る
専

属
規
則
を
改
め
る
ほ
か
、
所
要
の
整
備
を

行
う
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
】

問  

基
準
外
繰
入
金
の
廃
止
に
よ
る
値
上

げ
額
の
影
響
は
。
な
ぜ
基
準
外
繰
入
金
を

9 月定例会

補正予算、条例の改正、決算認定など補正予算、条例の改正、決算認定など
19議案を審議しました19議案を審議しました

条
例
改
正
等

⃝

第
６
次
行
田
市
総
合
振
興
計
画
基
本
構

想
の
廃
止
に
つ
い
て
　
　
　（
原
案
可
決
）

⃝

行
田
市
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
原
案
可
決
）

　
第
６
次
行
田
市
総
合
振
興
計
画
は
、
市

の
最
上
位
計
画
と
し
て
全
分
野
を
網
羅
す

る
総
花
的
な
計
画
で
あ
り
、
市
の
重
要
施

策
が
分
か
り
づ
ら
い
こ
と
、
ま
た
、
10
年

間
の
長
期
計
画
で
あ
る
た
め
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
づ
ら
い
こ
と
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現

行
の
計
画
を
廃
止
し
、
新
し
い
基
本
構
想

を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
】

問  

基
本
構
想
案
を
４
年
と
し
た
理
由
は
。

ま
た
、
計
画
期
間
を
令
和
５
年
に
遡
る
理

由
は
。

答  

急
速
に
変
化
す
る
社
会
経
済
情
勢
や

喫
緊
の
課
題
に
対
し
て
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
現
行
の
計
画
期
間
の
10
年
間
を

よ
り
短
い
期
間
に
改
め
る
検
討
を
重
ね
る

中
で
、
首
長
任
期
に
合
わ
せ
た
４
年
間
の

計
画
期
間
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

問  

本
市
の
考
え
る
基
本
構
想
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
。
新
た
な
基
本
構
想
は
今
ま

で
と
何
が
変
わ
っ
た
の
か
。

市
長
提
出
議
案

❸　ぎょうだ議会だより

市長提出議案


